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粟野中学校 ２年 山本  瑞稀最優秀賞最優秀賞

▲図画・ポスターの表彰

▲作文の表彰

　　平成２４年度も、皆さんが

感じたことや考えているこ

とが描かれた作文や図画・ポ

スターを募集します。青少年

の皆さん、一般の皆さんから

のたくさんの応募をお待ち

しています。

（募集開始は１２月初旬の予定です）

プラザ萬象 小ホー
ル

平成24年3月17日

平成２３年度平成２３年度

表彰式

　　なんと、市内小・中・高校生

の９割近くの皆さんから
メッセージをいただきあり

がとうございました★ 

町中が青少年や大人の

メッセージをわかりあえ

るなんて、素敵な出会い

ではありませんか。
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粟野小学校 １年 奥谷  昂大最優秀賞最優秀賞敦賀南小学校 ２年 岡本  孟士最優秀賞最優秀賞

粟野南小学校 ３年 田中  亮多最優秀賞最優秀賞松原小学校 ４年 橋本  ひまり最優秀賞最優秀賞

青少年からのメッセージ青少年からのメッセージ青少年からのメッセージ青少年からのメッセージ
青少年へのメッセージ青少年へのメッセージ青少年へのメッセージ青少年へのメッセージ

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 岡 本 孟 士
坂 東 充 気
山 形 紫 野
栗 田 陽 奈
有 乗 一 樹
大久保　紗　那
寺 川 誠 愼
佐久間　陸　斗
入 江 彩 夏

敦賀南小
松 原 小
中 央 小
粟野南小
敦賀南小
中 央 小
中 央 小
粟 野 小
粟野南小

小 学 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 楠 　 葵 衣
山 際 千 跳
岸 本 優 志
川　端　亜衣佳
中 野 　 空
加 茂 真 帆
石 原 凪 子
東 　 風 歌
高 橋 慶 太

中 郷 小
敦賀北小
咸 新 小
粟野南小
敦賀西小
中 央 小
粟 野 小
粟野南小
粟野南小

小 学 ５ 年 生

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
　入
賞
者

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 奥 谷 昂 大
松 村 紘 音
石 地 晃 子
高 橋 涼 人
島 田 陽 菜
河 野 　 萌
盛 田 楓 華
中 井 颯 太
加 藤 正 剛

粟 野 小
敦賀西小
粟野南小
粟野南小
敦賀南小
中 央 小
中 央 小
西 浦 小
中 郷 小

小 学 １ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 田 中 亮 多
箕 山 敦 也
中 井 涼 太
呉 林 和 奏
川 崎 真 歩
岸 本 遼 平
矢 部 綸 乃
大和田　琳太郎
鈴 木 駿 斗

粟野南小
敦賀南小
西 浦 小
粟 野 小
敦賀西小
敦賀南小
敦賀南小
粟野南小
粟野南小

小 学 ３ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 野 村 陸 斗
北 野 流 伊
宇 野 琴 音
盛 田 莉 花
山　岸　かりん
中 根 　 麗
岩 下 侑 里
渡 邉 　 津
猪 原 優 花

粟野南小
敦賀北小
中 央 小
中 央 小
敦賀南小
敦賀北小
中 央 小
中 央 小
粟 野 小

小 学 ６ 年 生

平成

年度
23

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 橋　本　ひまり
西 澤 朋 恭
夛　田　晃一郎
忠 地 一 磨
江 戸 龍 哉
小 泉 知 央
寺 川 楓 馬
村 上 侑 菜
平 口 康 介

松 原 小
敦賀南小
咸 新 小
咸 新 小
敦賀南小
敦賀南小
粟 野 小
粟 野 小
粟野南小

小 学 ４ 年 生
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粟野南小学校 ６年
野村  陸斗

最優秀賞最優秀賞

中郷小学校 ５年 楠  葵衣最優秀賞最優秀賞

「 

わ
た
し
の
や
り
た
い
し
ご
と 

」

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

　

わ
た
し
は
、お
と
な
に
な
っ
た
ら
、

び
ょ
う
い
ん
や
、
や
っ
き
ょ
く
で
、

は
た
ら
く
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　

な
ん
で
な
り
た
い
と
お
も
っ
た

か
と
い
う
と
、
び
ょ
う
い
ん
に
い
っ

た
と
き
に
く
る
ま
い
す
に
の
っ
て

い
る
人
を
お
せ
わ
し
て
い
る
人
や
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
に
ゅ
う
い
ん
し

て
い
る
と
き
に
や
さ
し
く
お
は
な

し
し
て
い
る
か
ん
ご
し
さ
ん
を
見

て
、
い
い
な
ぁ
と
お
も
い
ま
し
た
。

じ
ぶ
ん
が
、
く
す
り
を
も
ら
い
に
や

っ
き
ょ
く
へ
い
っ
た
と
き
、
く
す
り

は
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ
て
い
る
の

か
な
ぁ
と
お
も
っ
て
や
り
た
い
な

ぁ
と
お
も
い
ま
し
た
。
や
っ
き
ょ

く
も
び
ょ
う
い
ん
も
び
ょ
う
き
の

人
が
く
る
か
ら
や
さ
し
く
お
し
ゃ

べ
り
す
る
と
、
き
も
ち
が
げ
ん
き
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
わ
た

し
の
お
か
あ
さ
ん
は
や
っ
き
ょ
く

の
う
け
つ
け
を
し
て
い
て
、
か
ぜ
を

ひ
い
て
ね
つ
が
、
あ
る
人
や
、
こ
し

が
い
た
く
て
あ
る
く
の
が
、
つ
ら
い

人
な
ど
、
い
ろ
ん
な
び
ょ
う
き
の
人

が
く
る
よ
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

つ
ら
く
て
お
は
な
し
し
た
く
な
い

と
い
う
人
や
た
く
さ
ん
お
は
な
し

を
す
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
い
る
け

ど
、
や
く
ざ
い
し
の
せ
ん
せ
い
は
、

ど
ん
な
人
と
も
や
さ
し
く
い
っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
お
は
な
し
す
る
そ

う
で
す
。
び
ょ
う
き
で
く
す
り
を

も
ら
い
に
き
て
る
け
ど
か
え
り
に

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
も
ら
え

る
と
う
れ
し
い
よ
、
と
い
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
た
く
さ
ん
べ
ん
き
ょ

う
し
な
い
と
な
れ
な
い
し
ご
と
な

の
で
た
い
へ
ん
で
す
。
ま
た
び
ょ

う
い
ん
や
や
っ
き
ょ
く
に
い
く
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
し
ご
と
を

し
て
い
る
か
か
ん
さ
つ
し
て
み
た

い
で
す
。
ほ
か
に
も
い
ろ
ん
な
し

ご
と
が
あ
る
け
ど
「
あ
り
が
と
う
」

と
い
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
し
ご

と
が
し
て
み
た
い
で
す
。

敦
賀
南
小
学
校　

一
年　　

森　

田　

さ　

き

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 森 田 彩 希
中 村 綾 香
木 村 結 依
今大地　　　陽
中 村 志 野
前 田 琴 音
戸　川　悠二郎

敦賀南小
敦賀北小
中 央 小
敦賀南小
中 央 小
中 郷 小
粟 野 小

小 学 １ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 石 綿 風 音
中 村 理 人
山 際 夕 稀
中 本 彗 翔
杉 山 理 子
林　田　駿太郎
浜 中 偉 琉
藤 木 　 蓮
樫 原 鈴 音

中 郷 小
敦賀北小
敦賀北小
粟野南小
敦賀南小
松 原 小
粟野南小
粟野南小
黒 河 小

小 学 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 藤 岡 真 子
澤 﨑 宏 大
新 田 拓 海
髙　橋　千帆乃
小　泉　奈津妃
千 田 海 希
村 井 　 杏
相 道 真 吾
山 川 咲 愛

中 郷 小
敦賀南小
沓 見 小
粟野南小
敦賀南小
敦賀南小
敦賀北小
中 央 小
粟 野 小

小 学 ５ 年 生

作
文
の
部
　
入
賞
者

※ 最優秀賞・優秀賞の作品は、ホームページと作品集でも紹介させていただきます。

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 小 林 侑 未
久 保 結 香
水 野 拓 諒
浜 田 十 萌
島 津 孝 臣
山 田 遼 河
沓 掛 杏 菜
本 間 和 歩

敦賀南小
中 央 小
中 郷 小
粟野南小
中 央 小
常 宮 小
粟 野 小
粟野南小

小 学 ３ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 安 井 真 那
奥 　 未 惟
久 保 朝 香
山之内　こころ
川 崎 真 優
木 船 　 萌
大 西 葉 月
川 端 う の
成 田 楓 都

松 原 小
中 央 小
中 央 小
粟 野 小
敦賀西小
敦賀西小
敦賀南小
中 央 小
粟野南小

小 学 ６ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 柳 下 文 音
北 川 綾 乃
安 居 丈 晴
武 田 敬 紳
小 林 洸 太
上 野 　 蘭
八 木 里 菜
米 澤 理 乃

敦賀西小
敦賀南小
中 郷 小
粟 野 小
敦賀西小
粟 野 小
粟野南小
黒 河 小

小 学 ４ 年 生
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粟野中学校 １年  
堀内  陽向

最優秀賞最優秀賞

粟野中学校 ３年 志水 瑛莉最優秀賞最優秀賞

　

私
に
は
七
十
七
才
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

七
十
才
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。
一

緒
に
は
住
ん
で
い
ま
せ
ん
が
と
て
も
大
切

な
家
族
で
す
。
時
々
会
い
に
行
っ
た
り
会

い
に
来
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
お
じ
い
ち

ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
会
う
た
び
に
夫

婦
ま
ん
ざ
い
の
よ
う
な
会
話
を
し
て
い
ま

す
。
年
末
も
、

「
か
あ
ち
ゃ
ん
、
じ
ゃ
こ
を
知
ら
ん
け
。」

「
じ
ゃ
こ
っ
て
、
魚
の
じ
ゃ
こ
の
事
け
。」

「
違
う
。
じ
ゃ
こ
や
、
じ
ゃ
こ
。」

「
じ
ゃ
こ
っ
て
魚
や
ろ
？
」

「
あ
あ
、
間
違
え
た
。
車
の
カ
ギ
の
こ
と
を

言
い
間
違
え
と
っ
た
。」

「
ア
ホ
か
。」

と
い
っ
た
よ
う
な
会
話
を
し
ょ
っ
中
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
見
て
い
る
私
達
は
お
腹

を
抱
え
て
大
笑
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
明
る
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
優
し
く
私
達
孫
に
接

し
て
く
れ
、
気
に
か
け
て
く
れ
、
と
き
に

は
厳
し
く
叱
っ
て
く
れ
た
り
、
と
き
に
は

オ
ー
バ
ー
な
く
ら
い
誉
め
て
く
れ
た
り
し

ま
す
。
そ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
つ
も

口
に
す
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

「
与
え
ら
れ
た
ら
与
え
か
え
さ
れ
る
」

と
い
う
言
葉
で
す
。
常
に
人
に
優
し
く
し

て
い
た
ら
い
つ
か
ど
ん
な
形
で
か
は
わ
か

ら
な
い
け
れ
ど
、
自
分
に
も
良
い
事
が
返

っ
て
く
る
。
自
分
に
返
っ
て
こ
な
く
て
も

自
分
の
家
族
に
返
っ
て
く
る
。
悪
い
事
を

し
た
り
人
を
嫌
な
気
持
ち
に
さ
せ
た
り
し

て
い
る
と
、
い
つ
か
自
分
に
も
そ
う
い
う

悪
い
事
が
返
っ
て
く
る
、
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
言
い
ま
す
。
そ
れ
は
他
人
や
外
で
だ

け
で
は
な
く
家
の
中
や
家
族
の
間
で
も
、

同
じ
事
で
す
。
父
や
母
に
反
抗
ば
か
り
し

て
い
な
い
か
、
姉
兄
ゲ
ン
カ
ば
か
り
し
て

い
な
い
か
。
少
し
の
ゆ
ず
り
合
い
や
思
い

や
り
で
お
互
い
が
気
持
ち
よ
く
生
活
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
言
葉
が

あ
り
ま
す
。

「
常
に
人
を
許
す
心
を
持
ち
な
さ
い
。」

で
す
。
人
を
裁
い
て
ば
か
り
し
て
い
る
と

幸
せ
に
は
な
れ
な
い
よ
、
と
言
わ
れ
ま
す
。

許
す
心
を
持
つ
と
い
う
の
は
簡
単
そ
う
で

な
か
な
か
で
き
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
友
達
が
自
分
の
悪
口
を
言
っ
て

い
た
と
し
て
、
そ
れ
を
知
っ
た
ら
私
は
そ

の
友
達
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。
少
し
は
腹
も
立
つ
だ
ろ
う
し
、『
何

で
。』
と
悲
し
い
気
持
ち
も
持
つ
で
し
ょ

う
。
そ
れ
で
も
き
っ
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

「
自
分
に
も
悪
い
所
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
、
と
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
と
思
っ
て
、

許
す
心
を
持
ち
な
さ
い
。」

と
言
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
簡
単
な
こ

と
だ
と
は
私
は
思
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、「
与

え
た
ら
与
え
返
さ
れ
る
」
と
同
じ
よ
う
に
、

人
に
思
い
や
り
を
持
っ
て
接
す
る
と
い
う

こ
と
な
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
言
葉
で
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
は
い
つ
も
は
だ
ま
っ
て
見
守
っ
て
く

れ
て
い
て
、
こ
こ
ぞ
と
い
う
時
に
一
言
、
重

み
の
あ
る
言
葉
を
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
最

近
は
核
家
族
が
ふ
え
、
お
年
寄
り
と
接
す

る
機
会
が
少
な
く
な
り
、
会
話
も
あ
ま
り

し
な
く
な
り
ま
し
た
。
お
年
寄
り
の
言
う

こ
と
は
う
る
さ
い
、
と
若
い
人
達
は
感
じ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
長
年
生
き
て
き

た
人
生
の
先
生
だ
と
思
い
、
少
し
は
耳
を

か
た
む
け
る
の
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
去
年
の
大
み
そ
か

に
除
夜
の
鐘
を
九
回
も
な
ら
し
に
行
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
れ
は
私
が
大
学
を
卒
業
す

る
年
ま
で
は
生
き
て
い
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
う
や
っ
て
私

の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
て
い
る
の
か
と
涙

の
出
る
思
い
で
し
た
。
と
い
う
の
も
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
七
年
前
に
心
臓
の
大
手
術

を
し
ま
し
た
。
心
臓
を
一
度
外
に
出
し
、

人
工
心
臓
を
入
れ
て
八
時
間
に
も
及
ぶ
生

き
る
か
死
ぬ
か
の
大
手
術
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
今
で
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
胸
に
は
、

た
て
に
三
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
手
術
の
傷

が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
傷
が
は
ず
か
し

く
て
、
温
泉
な
ど
人
の
多
い
お
風
呂
に
行

き
た
く
な
い
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
、
元

気
に
今
を
生
き
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
と
て

も
感
謝
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
結
婚
五
十
周
年
の
金
婚
式
を
迎
え
ま

し
た
。
五
十
周
年
と
い
う
長
い
年
月
の
間
、

色
々
な
歴
史
を
き
ざ
ん
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
今
、
元
気
に
一
緒
に
く
ら
し
て
い
る

二
人
の
姿
を
み
て
、
幸
せ
と
は
、
何
も
特
別

な
こ
と
は
い
ら
な
い
。
ご
く
ご
く
普
通
の

生
活
が
で
き
る
こ
と
が
幸
せ
な
こ
と
な
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ま
だ

ま
だ
一
緒
に
仲
良
く
幸
せ
な
生
活
を
送
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

「 

幸
せ 

」粟
野
中
学
校　

一
年　　

髙　

井　

絵
里
香
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粟野中学校 １年  
堀内  陽向

最優秀賞最優秀賞

粟野中学校 ３年 志水 瑛莉最優秀賞最優秀賞

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 堀 内 陽 向
桑 名 哲 平
釡 谷 菜 生
廣 田 有 紀
入 江 美 帆
上 嶋 杏 南
江　戸　佑里菜

粟 野 中
角 鹿 中
粟 野 中
角 鹿 中
粟 野 中
粟 野 中
粟 野 中

中 学 １ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 山 本 瑞 稀
江　南　実菜恵
宮 野 茉 実
奥 井 理 澄
橋 詰 　 結
桝 谷 朱 梨

粟 野 中
気 比 中
松 陵 中
松 陵 中
粟 野 中
粟 野 中

中 学 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 志 水 瑛 莉
奥　瀬　くるみ
釡 井 　 剣

粟 野 中
松 陵 中
粟 野 中

中 学 ３ 年 生 図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
　入
賞
者

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 髙　井　絵里香
𠮷 峯 知 歩
䋆 村 夢 那
道 勇 智 絵
上 山 結 生
伊 吹 朋 夏
棚 橋 　 諒
藤 原 有 紀
服 部 大 智

粟 野 中
東 浦 中
粟 野 中
粟 野 中
気 比 中
松 陵 中
松 陵 中
松 陵 中
気比付属中

中 学 １ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 五　井　佑加子
池 上 詩 織
戸井田　夏　子
塚 本 紗 世
足 立 優 香
三 国 舞 花
山 下 祐 花

気比付属中
気 比 中
気 比 中
松 陵 中
気 比 中
気 比 中
角 鹿 中

中 学 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 松 嶌 和 花
武 岡 　 優
玉 井 　 嘉
中 村 一 貴
金 田 真 奈
小 松 杏 佳
佐 野 直 花
冨 田 侑 花
松 居 貴 昭

松 陵 中
松 陵 中
粟 野 中
粟 野 中
粟 野 中
粟 野 中
粟 野 中
粟 野 中
粟 野 中

中 学 ３ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 山 﨑 莉 夏
中 野 由 梨
野 田 祐 暉
濵 本 麻 友
堀 田 理 穂
川 井 美 晴
河 島 紗 希
長谷川　　　萌
野 﨑 美 里
吉 田 絢 音

敦賀気比高
敦 賀 高
敦 賀 高
敦 賀 高
敦賀気比高
敦 賀 高
敦 賀 高
敦賀気比高
敦賀気比高
敦賀気比高

高 校 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 田　邉　真理香
北 野 遼 太
慶 秀 友 己
杉 田 大 輔
⻆ 本 　 立
田 辺 正 和
中間庭　梨　緒
藤　本　志央里
宮 口 　 翔

敦賀工業高
敦賀工業高
敦賀工業高
敦賀工業高
敦賀工業高
敦賀工業高
敦賀工業高
敦賀工業高
敦賀工業高

高 校 ３ 年 生

作
文
の
部
　
入
賞
者

応募総数　　　  4,010点
小 学 生
中 学 生
高 校 生

◆
◆
◆

1,044
1,751
1,215

点
点
点

作　文
応募総数　　　  3,119点

入賞者数　　　  401点 入賞者数　　　  378点

小 学 生
中 学 生
高 校 生

◆
◆
◆

2,915
203
1

点
点
点

最優秀賞
優 秀 賞
入 選
佳 作

◆
◆
◆
◆

12
36
55
298

点
点
点
点

最優秀賞
優 秀 賞
入 選
佳 作

◆
◆
◆
◆

9
23
38
308

点
点
点
点

図画・ポスター

※ 最優秀賞・優秀賞の作品は、ホームページと作品集でも紹介させていただきます。

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 石 田 有 香
川 端 日 奈
濱 野 美 典
佐 藤 亮 太
石 橋 　 鮎
白 土 美 咲
河 津 早 苗
慶 秀 拓 郎
清 水 計 都

敦 賀 高
敦 賀 高
敦 賀 高
敦賀気比高
敦 賀 高
敦 賀 高
敦賀気比高
敦賀気比高
敦賀気比高

高 校 １ 年 生
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自
分
は
何
も
気
づ
い
て
い

な
く
と
も
、人
は「
あ
の
人
な
ら

…
」と
信
用
し
た
り
、反
対
に「
あ
の
人
で
は
…
」と

不
信
の
念
で
評
価
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
評
価
は
、そ
の
人
の
日
頃
の
言
動
に
よ
る
と
す

る
な
ら
ば
、私
達
は
日
々
自
己
反
省
を
加
え
な
が
ら

自
分
自
身
を
外
か
ら
眺
め
、人
と
し
て
、親
と
し
て
、

社
会
人
と
し
て
、  

こ
れ
で
い
い
の
か　

ど
う
あ
る

べ
き
か  

等
と
反
省
し
、自
分
を
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
手
や
足
は
汚
れ
て
い
れ
ば
洗
っ
て
き
れ
い
に
し
ま

す
。
顔
は
お
化
粧
し
た
り
髭
を
剃
っ
た
り
し
て
身
だ

し
な
み
を
整
え
ま
す
。
こ
れ
と
同
じ
こ
と
で
す
。

　

誰
も
自
分
か
ら
好
ん
で「
あ
の
人
で
は
…
」と
言

わ
れ
る
人
に
な
り
た
い
と
思
う
人
は
い
な
い
は
ず

で
す
。
誰
し
も「
あ
の
人
な
ら
…
」と
評
価
さ
れ
る

人
に
な
ろ
う
と
思
う
は
ず
で
す
。

　

私
も
老
体
に
ム
チ
を
打
っ
て
、自
己
改
善
に
努
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
は
、小
さ
い
時
か
ら
の
家
庭
･
学
校
･

社
会
等
の
環
境
の
中
で
、い
つ
の
間
に
か「
な
ら
…
」

と「
で
は
…
」の
人
間
差
が
作
ら
れ
て
い
く
と
判
断

す
る
時
、私
達
大
人
や
親
達
が「
あ
の
人
な
ら
…
」と

言
わ
れ
る
人
に
な
っ
て
お
手
本
を
示
し
て
い
か
な

け
れ
ば
…
と
思
い
ま
す
。

「
あ
の
人
な
ら
…
」と
言
わ
れ
た
い

青
少
年
健
全
育
成
敦
賀
市
民
会
議　

 

会 

長  

籠
　

正

義

　

2
月
11
日
（
土
）『
青
少
年
健
全

育
成
講
演
会
』
が
、
あ
い
あ
い
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は

巣
森
光
さ
ん
で
、
咸
新
小
学
校
時
代

や
敦
賀
高
校
時
代
に
敦
賀
で
過
ご

さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
で
、
堅
い
講

演
で
は
な
く
サ
ー
ク
ル
活
動
の
よ

う
に
和
や
か
に
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

講
演
内
容
は
、
子
ど
も
と
接
す
る

ま
た
は
他
人
と
接
す
る
私
た
ち
の
考
え
方
の
基
本
と
な
る
心
構
え

に
つ
い
て
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

内
容
を
要
約
す
る
と
、１
つ
目
は
、話
し
手
と
聞
き
手
は『
言
葉
』

で
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
る
が
、
実
際
は
同
じ
イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ

っ
て
い
な
い
。
イ
メ
ー
ジ
を
同
一
に
す
る
た
め
に
は
、
詳
細
な
点

な
ど
を
何
度
も
す
り
合
わ
せ
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

2
つ
目
に
は
、
私
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
入

っ
て
い
る
の
で
、
大
事
な
こ
と
は
『
顔
合
わ
せ
を
す
る
』・『
心
を
合

わ
せ
る
』・『
力
を
合
わ
せ
る
』
で
あ
る
。

言
葉
で
伝
え
き
れ
な
い
詳
細
な
情
報

や
言
葉
に
含
ま
れ
て
し
ま
う
個
人
の

イ
メ
ー
ジ
が
、
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
、

す
り
合
わ
せ
を
し
て
イ
メ
ー
ジ
を
同

一
に
す
れ
ば
大
き
な
行
動
力
が
生
ま

れ
る
。

　

お
話
や
説
明
が
大
変
ユ
ニ
ー
ク
で
、

私
が
大
き
く
感
銘
し
た
の
が
こ
の
２

点
で
し
た
。

　

2
月
18
日
（
土
）
き
ら
め
き
み
な
と
館
小
ホ
ー
ル
に
て
、「
家

庭
の
日　

家
族
ふ
れ
あ
い
デ
ー
」
の
事
業
開
始
時
よ
り
趣
旨
を

理
解
し
、
家
庭
の
日
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
、
従
業
員
へ
の
「
家

族
ふ
れ
あ
い
」
周
知
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
企
業

や
店
舗
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

家
族
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
支

援
団
体
活
動
報
告
で
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
武
生
め
だ
か
連
絡
会
に
よ

る
「
親
子
で
川
あ
そ
び
事
業
」、

青
少
年
育
成
坂
井
市
民
会
議
西

部
支
部
・
大
石
支
部
に
よ
る
「
え

ち
鉄
に
乗
っ
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ

で
Ｇ
ｏ
！
」、
青
少
年
育
成
福
井

市
民
会
議
東
郷
支
部
に
よ
る
「
新

春
ぬ
く
ぬ
く
コ
ン
サ
ー
ト
i
n

東
郷
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
重
県
御
浜
町
立

阿
田
和
中
学
校
校
長
で
あ
り
、

音
楽
工
房
「
夢
の
か
ぼ
ち
ゃ
」

店
主
の
長
島
り
ょ
う
が
ん
氏
に

よ
る
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
「
そ
っ

と
や
さ
し
く
〜
結
〜
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ご
自
身
の
教
員
生

活
で
の
体
験
や
思
い
を
、
手
作

り
の
歌
と
話
を
通
し
て
語
り
か

け
て
い
た
だ
き
、
会
場
は
感
動

で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

青
少
年
健
全
育
成
講
演
会

ふ
く
い
家
族
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

“

“

”

”

2011

演  

題
あ
な
た
の
子
ど
も
は
大
丈
夫
？

家
庭
と
地
域
の
あ
り
方
と
は

 

〜
地
域
の
子
は
地
域
で 

す
こ
や
か
に
育
て
よ
う
〜

テ
ー
マ

き
ず
な
を
大
切
に

　

   

地
域
で
語
ろ
う

　
　
　

  

あ
つ
く
笑
顔
で

講師  巣守 光 氏

ゆ 

い
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4月23日は4月23日は

● 

第
34
回 

青
少
年
健
全
育
成

　
　
　

敦
賀
市
民
会
議
定
期
総
会

　
　

平
成
24
年
４
月
20
日（
金
）　

19
時
〜

　
　
　

会
場  

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ   

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

● 

青
少
年
育
成
福
井
県
民
会
議
総
会

　
　

平
成
24 
年
４
月
21
日（
土
）　

13
時
30
分
〜

　
　
　

会
場  

県
立
図
書
館  

多
目
的
ホ
ー
ル

● 

第
30
回 

親
子
の
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

　
　

平
成
24 
年
５
月
20 
日（
日
）　

9
時
〜
15
時

　
　
　

会
場  

き
ら
め
き
み
な
と
館
と
金
ヶ
崎
緑
地

● 

第
34
回 

青
少
年
育
成
敦
賀
市
民
大
会

　
　

平
成
24 
年
６
月
９ 
日（
土
）　

９
時
30
分
〜

　
　
　

会
場  

プ
ラ
ザ
萬
象  

大
ホ
ー
ル

平
成
24 
年
度

行
事
予
定

行
事
予
定

行
事
予
定

『 

役
割
を
自
覚
さ
せ
、

　　 

や
り
と
げ
る
態
度
を
育
て
よ
う
。』

今
月
の
推
進
テ
ー
マ
は

毎
月
15 
日
は
青
少
年
育
成
の
日

『 

こ
ど
も
の
成
長
を
祝
い
、

　　 

み
ん
な
の
夢
を
育
て
よ
う
。』

今
月
の
推
進
テ
ー
マ
は

毎
月
第
３
日
曜
日
は
家
庭
の
日

　
「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」は
、

子
ど
も
達
に
は
不
必
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

し
た
ら
転
ば
な
い
か
、転

ん
だ
ら
ど
う
し
た
ら
い
い

か
と
い
う
事
を
考
え
る
力

を
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
杖
が
必
要
だ
と
感

じ
た
ら
、誰
か
に
与
え
て

も
ら
う
の
で
は
な
く
、自

分
で
そ
れ
を
調
達
し
て
こ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
の
大
震
災
は
、こ
れ

か
ら
永
遠
に
今
の
優
雅
な

生
活
が
続
く
と
い
う
保
証

は
な
い
と
い
う
事
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
安
全
・

安
心
は
与
え
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
の
で
す
。
毎
日

の
生
活
の
中
で
、転
び
つ

つ
、小
さ
な
け
が
を
し
つ

つ
、自
分
の
身
を
守
る
方

法
を
身
に
つ
け
て
い
け
る

よ
う
に
育
て
て
あ
げ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
体
だ
け

で
は
な
く
心
も
同
じ
で

す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
認

め
ら
れ
、褒
め
ら
れ
、自
信

を
つ
け
自
分
が
生
き
る
意

味
が
分
か
る
人
に
育
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
時
も
、た
く
ま
し

く
、生
き
生
き
前
向
き
に

生
き
て
い

け
る
と

い
い
で

す
ね
。

coramu
林 惠子の

Vol.12

転
ば
ぬ
先
の
杖

事
務
局　

少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
内

　

〒
９
１
４-

０
０
４
７ 

敦
賀
市
東
洋
町
１
の
１

『
青
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皆
様
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

　
当
市
民
会
議
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
賛
助
金
の
23
年
度
の
募
集
結
果
は
下
記
の
通
り
で
す
。

　　

青
少
年
健
全
育
成
活
動
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
年
度

も
こ
の
よ
う
に
多
く
の
賛
助
会
費

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
青
少
年
育
成

活
動
に
一
層
邁
進
し
て
い
く
所

存
で
す
の
で
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆ 

賛
助
会
費
の
ご
報
告 

◆

☆賛助会員数・・・・・ １４，４５７件
☆賛助会費・・・ ２，０７２，８４０円

〈 ２月末現在 〉

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

「
第
34
回 

青
少
年
育
成
敦
賀
市
民
大
会
」が

   
開
催
さ
れ
ま
す
。

平
成
24
年
６
月
９
日（
土
）９
時
30
分
よ
り

プ
ラ
ザ
萬
象 

大
ホ
ー
ル
に
て

昨
年
度
の

　　

様
子
で
す
♪

　

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
地

域
の
子
は
地
域
で
す
こ

や
か
に
育
て
よ
う
」
の
も

と
、
第
１
部
の
式
典
に
続

き
第
２
部
で
は
平
成
23

年
度
「
青
少
年
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
・
青
少
年
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
最
優
秀
作

品
の
発
表
、
第
３
部
で
は

敦
賀
高
校
吹
奏
楽
部
の

ス
テ
ー
ジ
、
第
４
部
と
し

ま
し
て
環
境
浄
化
パ
レ

ー
ド
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
青
少
年
の
健
全
育

成
と
敦
賀
の
街
の
環
境

浄
化
を
願
う
皆
さ
ん
に

多
数
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
子
ど
も
達
が
言
葉
を
学
び
、感

性
を
磨
き
、表
現
力
を
高
め
、創
造

力
を
豊
か
な
も
の
に
し
、人
生
を

よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身
に
付
け

て
い
け
る
よ
う
、も
っ
と
子
ど
も

の
頃
か
ら
読

書
に
親
し
む

よ
う
勧
め
ま

し
ょ
う
。

ども子ども子



親子の2012

フェスティバルフェスティバルフェスティバル

ようび

5 20
ようび

5 20
ようび

5 20

第30回
第30回
第30回

記念記念記念

青少年健全育成敦賀市民会議のシンボルマーク

敦賀市少年愛護センター内
　（青少年健全育成敦賀市民会議） 親子のフェスティバル実行委員会事務局☎0770-23-0189

お問合せ

敦賀－長浜間開通 130年
ウラジオ航路開設 110年
欧亜国際連絡列車100年

 ■主 催／青少年健全育成敦賀市民会議
  ■共 催／敦賀市・敦賀市教育委員会
  ■主 管／敦賀市少年愛護センター
  ■後 援／青少年育成福井県民会議・国土交通省敦賀港湾事務所
　　　　   自衛隊福井地方協力本部・敦賀海上保安部・敦賀警察署
　　　　   敦賀美方消防組合・敦賀市区長連合会
　　　　   ㈱嶺南ケーブルネットワーク

9：00～15：00

きらめきみなと館
と 金ヶ崎緑地

きらめきみなと館
と 金ヶ崎緑地

きらめきみなと館
と 金ヶ崎緑地

会場

きらめき
みなと館周辺

金ヶ崎緑地

きらめき
みなと館

角鹿中学校吹奏楽部演奏

高さ６メートルのクライミングに挑戦！
（対象：小学生以上／小学生は保護者同伴）

体験型のおもしろコーナーが
盛りだくさん！

いっぱ
い

　  ある
よ!いっぱ
い

　  ある
よ!いっぱ
い

　  ある
よ!

詳しくは事務局までお問合せください。

はしご車・高所作業車・工事車両
ショベルローダー・移動販売車など

グランドゴルフ
サイバーホイールなど

屋台ラーメン
お好み焼き
ケータリングなど

開会式（ 小ホール 9:00～ ）

スポーツクライミング体験

遊んで楽しい！作って楽しい！

★

★

★

開会式（ 小ホール 9:00～ ）

スポーツクライミング体験

遊んで楽しい！作って楽しい！

★

★

★
働く車大集合★働く車大集合★

家族で遊ぼう！★家族で遊ぼう！★

国土交通省港湾業務艇「まつかぜ」

海上保安庁巡視船「えちぜん」
自衛隊ミサイル艇「はやぶさ」
装甲車など

★

★
★

国土交通省港湾業務艇「まつかぜ」

海上保安庁巡視船「えちぜん」
自衛隊ミサイル艇「はやぶさ」
装甲車など

★

★
★

体験乗船できるよ♪

パトカー・救急車
はしご車は午前だよ♪

敦賀南小学校
 ３年　 矢部 

綸乃 さん
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